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発表演題名 ヒトおよび鶏肉由来の基質特異性拡張型β-ラクタマーゼ産生大腸菌の
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鈴木 里和、荒川 宜親（国立感染症研究所細菌第二部） 

発表日時 平成２１年４月２４日 

発表内容  セフォタキシムに耐性または中間の感受性を示す福井県内のヒトおよび

市販鶏肉由来大腸菌について、CTX-M-1、CTX-M-2、CTX-M-8 および
CTX-M-9 各グループの基質特異性拡張型β-ラクタマーゼ(ESBL)遺伝子
型別を PCRで行った。その結果、ヒト由来 22株のうち CTX-M-1 group
が 1株，CTX-M-2 groupが 3株および CTX-M-9 groupが 18株で，血清
型は O1が 11株，O25が 4株および O86aが 3株で，この 3種血清型が
82％を占めた．鶏肉由来 36株のうち，CTX-M-1 groupが 7株，CTX-M-2 
groupが 15株，CTX-M-8 groupが 1株および CTX-M-9 groupが 13株で，
O血清型が判明したのは 13株で O78および O103が各 3株，O8および
O153が各 2株であった．FQ系薬剤に耐性を示す株は前者で 55％，後者
で 44％確認された． 
従来から高い FQ耐性率を示し、かつ世界的にも CTX-M 型 ESBL産生
大腸菌として注目されている O25が、2008年のヒト由来株で 3株確認さ
れたのが注目された。 

 
 
 
 
 


